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ついての図が追加された。（P.83、P.86、P.89 ） 
2.2.5 英文表記の修正がなされた。（The Relationship between Information Utilization and 










3.2 本論文の方法論（研究計画・分析方法等）の明確性・妥当性：研究 2 で用いた老
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義がある。 






3.5.3 平成 30 年の高齢社会対策大綱（内閣府 2018）にも見られるように中高齢者
の「学習活動の促進」は人口減少社会にとって重要な政策課題であり、本研
究は社会的意義を有する。 
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5 結論 
以上に鑑みて、申請者は、博士（人間科学）の学位を授与するに十分値するものと認め
る。 
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